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１ 派遣業務の内容、現況 

 

派遣先の漁港復興推進室は、主に津波で被災した漁港施設や海岸保全施設の災害復旧に関する

業務を行っています。震災前は、水産基盤整備課に属する１班により漁港施設の建設や維持管理

業務全般を担当していましたが、震災により災害復旧工事等の業務量が激増したため、３班で構

成する室に組織が改変されたものです。 

宮城県内には、県管理 27港と市町管理115港を合わせて 142の漁港がありますが、これらは

そのほとんどが地震による津波や地盤沈下により壊滅的な被害を受けました。そのため、被災し

た防波堤や岸壁、臨港道路等の漁港施設、防潮堤等の海岸保全施設を災害復旧事業により機能回

復を図ります。その他、復興交付金を活用し、漁港区域はもちろんさらに背後にある漁業集落等

の用地嵩上げや排水対策、避難路の整備等を行い、災害に強く、かつ生産性の高い漁業地域づく

りを推進しているところです（写真➀参照）。 

震災から４年半が経過し、「宮城県震災復興計画」に位置づけられた 3年間の＜復旧期＞を経

て、今年度はインフラ整備を充実させる＜再生期＞の２年目に入りました。しかし、復旧事業の

進捗状況は漁港施設の災害復旧工事が約５割、防潮堤にあっては地元の合意形成や用地買収等に

多大な労力と時間を要しており、ようやく本格的な復旧工事に着手したばかりです。 

こうした中で、私の担当業務は、水産基盤整備事業や復興交付金の補助金交付申請等に係る事

務手続きや市町村事業の支援、これら事業に関連する各種調査、発注者支援業務の運営補助等を

行っています。 

各種調査としては、災害復旧工事および用地嵩上げ工事の進捗状況調査（毎月）、「住まいの復

興工程表」の更新作業（毎月）、復興事業に係る建設資材の需要動向調査（四半期毎）、漁港集落

防災機能強化事業の進捗状況調査（四半期毎）など主として復旧・復興事業の進行管理を行って

います。 

   

➀災害復旧が完了した桃ノ浦漁港(H27.10月)  ②地盤沈下により冠水した漁港岸壁(H27.10月) 



今回の震災では、地盤沈下による被害も大きく、震源に近い石巻市や女川町では被災直後で約

１ｍの沈下が確認されています（写真②参照）。そのため漁港施設の災害復旧にあたっては、施

設や土地の沈下戻しも併せて復旧工事を行っており、7月末現在の県・市町管理漁港合計で約35％

が完成しています。ところが、一旦沈下した地盤が徐々に隆起していることが最近明らかになり、

この影響を受けて完成済みの岸壁などが本来の基準高さより最大で約40㎝隆起し、利用者から

は漁業活動に支障をきたしているとの苦情が寄せられています。完成間もない漁港施設の改修が

求められていますが、その対応策を検討するにしても、地盤隆起がいつ、どれほどの量で収束す

るのか分かっていないのが現状で、新たな難しい課題に直面しています。 

 

２ 復旧･復興状況や被災地での見聞・感想 

  

震災の津波で全壊し、再建を進めてきた石巻魚市場が完成し、平成 27年9月 1日に全面供用

を開始しました（写真③参照）。同魚市場は平成 23年7月から仮設テントにより卸売り業務を再

開、平成25年 8月に改修工事に着手し、仮設市場と併用しながら完成部分から順次供用を進め

てきました。 

被災した県内の主要 4港（気仙沼、女川、石巻、塩釜）の魚市場のうち、全面復旧したのは今

回の石巻が初めてで、残る3魚市場については現在も復旧整備が続いています。こうした復旧事

業の進捗もあり、今年前期（平成 27年 1月～6月）の「水揚量」と「水揚金額」の主要 4港の

合計が、震災後初めて震災前の数字を上回りました。石巻の基幹産業である水産業の復興が進む

ことで、地域経済の一層の活性化が期待されます。 

 

   

③平成 27年 9月に全面供用した石巻魚市場   ④高台移転のための宅地造成(平成 27.10月) 

       

漁港として全国的にも著名な石巻や気仙沼、塩釜以外にも、名取市閖上地区や南三陸町、女川

町などについてはマスコミ等で被災の様子が繰り返し報道されたため、その被害の状況や大きさ

はある程度承知していました。今回、派遣先の業務に従事したことで宮城県内にはそれ以外にも

多くの小規模な漁港とその背後には漁業集落が形成されていたことを知り、それらのほとんどが

壊滅的な被害を受けていることに驚きました。こうした地域では現在、漁港施設の復旧や住宅の



高台移転（写真④参照）が進んでいるのが各地で確認できるようになりましたが、一方で、かつ

ての集落地は災害危険区域に指定され、土地利用が制限されていることもあり、現在は荒涼とし

た更地が広がるばかりで（写真⑤参照）、集落移転跡地の利用計画策定やその整備はまだまだこれ

からといったところです。 

 

   
⑤利活用が進まない防集移転元地（石巻市）      ⑥完成した防潮堤（荒浜漁港） 


